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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第64期 第65期 第66期 第67期 第68期

決算年月 令和４年３月 令和５年３月 令和６年３月 令和７年３月 令和８年３月

売上高又は営業収益 （千円） 506,522 541,687 525,438 498,255 510,930

経常利益又は経常損失（△） （千円） 22,096 47,497 34,450 1,987 △2,963

当期純利益又は当期純損失

（△）
（千円） 21,796 37,885 25,469 △490 8,820

持分法を適用した場合の投資

利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000

発行済株式総数 （株） 1,620 1,620 1,620 1,620 1,620

純資産額 （千円） 798,682 836,568 862,037 861,546 926,438

総資産額 （千円） 7,103,022 6,930,643 6,818,247 6,828,411 6,726,142

１株当たり純資産額 （円） 493,013 516,400 532,122 531,818 571,875

１株当たり配当額
（円）

－ － － － －

（内１株当たり中間配当額） (－) (－) (－) (－) (－)

１株当たり当期純利益又は　

１株当たり当期純損失（△）
（円） 13,454 23,386 15,721 △303 5,444

潜在株式調整後１株当たり当

期純利益
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 11.2 12.1 12.6 12.6 13.8

自己資本利益率 （％） 2.7 4.5 3.0 △0.1 1.0

株価収益率 （倍） － － － － －

配当性向 （％） － － － － －

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 110,237 84,288 68,429 48,580 67,475

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △5,609 － － △3,700 △3,504

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △88,825 △199,104 △131,092 △57,059 △70,005

現金及び現金同等物の期末残

高
（千円） 219,036 104,220 41,558 29,378 23,342

従業員数
（名）

11 10 10 10 8

（外、平均臨時雇用者数） (5) (5) (5) (9) (12)

株主総利回り （％） － － － － －

（比較指標：　－　） （％） (－) (－) (－) (－) (－)

最高株価 （円） － － － － －

最低株価 （円） － － － － －

　（注）１．当社は連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移は記載しておりま

せん。
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２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、第67期は１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。第64期、第65期、第66期及び第68期は潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益は、持分法適用会社がないため記載しておりません。

４．株価収益率、株主総利回り、比較指標、最高株価及び最低株価については、当社株式は非上場でありますの

で記載しておりません。

５．第68期の純資産は過年度からの従業員の不正行為に伴う会計処理の訂正による累積的影響額を反映し、期首

において繰越利益剰余金を56,071千円増加させております。なお、第68期の株主資本等変動計算書において

は、累積的影響額を期首の純資産の額に反映しておりますが、上表の第67期の数値には当該金額を反映して

おりません。

 

２【沿革】

昭和33年７月26日 当会社を設立

三重県桑名市大字嘉例川に18ホールのゴルフ場ならびに附帯設備の建設を開始しました。

昭和34年12月１日 人格なき社団の桑名カントリー倶楽部に一括賃貸し、ゴルフ場をオープンしました。

昭和53年５月11日 三重県員弁郡北勢町大字阿下喜（現いなべ市北勢町大字阿下喜）に18ホールのゴルフ場ならび

に附帯設備を建設し、直営事業として六石ゴルフ倶楽部を開設しました。

平成７年５月９日

平成25年４月１日

 

 

令和２年６月23日

六石ゴルフ倶楽部は９ホール増設し、27ホールとしました。

新設分割による会社分割によりゴルフ場賃貸事業を新設会社（商号：株式会社桑名カントリー

倶楽部　以下「新設会社」という）へ承継し、商号を株式会社桑名カントリー倶楽部六石コー

スに変更し、本店所在地を三重県いなべ市北勢町大字阿下喜字北谷3290番地に変更しました。

商号を株式会社六石ゴルフ倶楽部に変更しました。

 

３【事業の内容】

(1）事業の内容

当社は、ゴルフ場経営事業の単一セグメントとして、六石ゴルフ倶楽部を運営し、入会保証金及び入会登録料を

納入した六石ゴルフ倶楽部の会員及びビジターのゴルフプレーの利用に供しております。

 

(2）事業系統図（令和８年３月31日現在）

事業系統図の概要は次のとおりであります。（コース管理・食堂売店は業務委託であります。）

４【関係会社の状況】

該当事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

当社の経営方針、経営環境及び対処すべき課題等は、以下のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

経営方針

当社は、ゴルフを通し、地域社会に貢献すると共に、スポーツ振興及び生涯スポーツとしてゴルフライフを楽し

んでいただける社交場を提供することを目指しております。

 

経営指針

１.健全な会員制ゴルフ倶楽部の確立

会員の皆様に愛されるゴルフ倶楽部を目指し、ご満足いただける倶楽部ライフの提供に努めます。

２.高いコースクオリティの維持向上

最良のコースコンディションの維持管理に努め、ゴルフプレーの楽しさと快適なプレー環境作りに取り組んで

いきます。

３.心温まるサービスの提供

お客様に安心とくつろぎを感じていただけるサービスの提供に努めます。

４.安定経営のための財務体質の健全化

確実に営業利益を確保し、再投資によるゴルフ場評価の向上を目指すとともに内部留保の充実を図り、財務体

質の健全化に取り組んでいきます。

５.ゴルファー人口の拡大と社会貢献

多くの人々にゴルフの楽しさを伝え、様々な社会貢献活動に取り組んでいきます。

 

経営環境

ゴルフ業界においては、ゴルファーの高齢化や少子高齢化、レジャーの多様化による影響が続いているものの、

コロナ禍を契機としてゴルフが屋外で楽しめるスポーツとして改めて注目され、若年層を含む新たなゴルファーの

参入も見られました。その結果、来場者数は引き続き高い水準を維持しているものの、足元ではその伸びに鈍化も

見られております。

当社は、預託金による会員制ゴルフ倶楽部であると同時に、広くビジターの入場者を受け入れております。ニー

ズに応え、完全セルフプレーとして経費を徹底的に削減する一方で、人気の高いコースレイアウトとその維持管理

に注力したうえで、リーズナブルな料金に設定するほか、ジュニアゴルファーの育成を実施することで、ゴルフ人

口の増加を図り、入場者数増加につなげております。また、質の高いサービスを提供できるように社員教育に力を

入れており、ご来場いただくすべてのお客様に満足いただけるサービスを提供しております。

当社の経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な経営指標は、年間入場者数と定めており、翌事業年度

の目標値は55,000名であります。

 

優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

今後のゴルフ業界の見通しとして、レジャーの多様化や少子高齢化の影響、季節及び気候等による入場者数の変

動により厳しい状況は続くものと思われるほか、財政状態に重要な影響を与える入会保証金の返還請求への対応は

優先的に対処すべき課題と認識しております。

また、お客様にご満足いただけるコース整備の徹底や料金設定の見直しを図る一方で、業務効率を含めた経費削

減に一層努め確実に営業利益を確保するとともに、入会保証金の返還に対して確実な資金繰り計画を立てて実行す

ることを検討しております。

なお、「第一部企業情報　第５経理の状況　１財務諸表　(1)財務諸表　注記事項（追加情報）」に記載のとお

り、当事業年度中に従業員による不正行為が発覚し、外部専門家を含めて調査を実施いたしました。今回の事態を

真摯に受け止め、再発防止策の策定と実行を含む内部統制の強化を進めてまいります。
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２【サステナビリティに関する考え方及び取組】

当社のサステナビリティに関する考え方及び取組は、次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

(1）ガバナンス

当社は、積極的にサステナビリティへの取組を取り入れ、持続可能性な社会を実現するための経営を目指す予定

でおります。この目標に向け、経営の健全性、公平性、透明性を確保するため取締役会にて管理監督をする予定で

おります。

 

(2）戦略

当社は、環境への配慮、地域社会への貢献、ゴルフの普及と啓発推進をしております。

①　環境への配慮

省エネルギーやリサイクルの促進、環境保護に関する取組の推進など、ゴルフ場の環境への負荷を最小限に抑

える取組を予定しております。

 

②　地域社会への貢献

地域のコミュニティとの連携、地元のイベントへの協力、自治会等への参加及び市民ゴルフ大会の会場提供な

どゴルフを通じ地域経済の発展に努めております。

 

③　ゴルフの普及と啓発

若年層や女性など多様な人々に対してゴルフの魅力を伝える取組を行い、ゴルフの普及と啓発に取り組んでお

ります。また、お客様からの要望を承りサービスの向上に努めております。詳細は、「１経営方針、経営環境及

び対処すべき課題等　経営方針」に記載のとおりであります。

なお、当社は、人材の育成方針及び社内環境整備に関する方針の戦略は現在ありません。

 

(3）リスク管理

①　自然災害リスク

ゴルフ場が地震、洪水、台風などの自然災害にさらされる可能性がある場合、それに対する対策として、適切な

防災計画や緊急時の対応策を持つことが重要であると認識しております。

 

②　事故や怪我のリスク

ゴルフ場でのプレー中や施設利用時における事故や怪我のリスクを考慮し、安全対策を実施しております。

 

③　資産や設備のリスク

ゴルフ場の資産や設備の劣化、故障、盗難などのリスクに対して、適切なメンテナンスや保険の活用、セキュリ

ティ対策を行うことが重要であると認識しております。

 

④競合や市場変化のリスク

ゴルフ業界は競争が激しく、市場環境の変化にも敏感であるため、競合他社の動向や市場トレンドの監視、戦略

の柔軟性や市場対応力の強化が求められることを認識しております。

 

(4）指標及び目標

当社は、具体的な指標及び目標は現在ありません。

また、当社は、人材の育成方針及び社内環境整備に関する方針についての指標及び目標は現在ありません。
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３【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可

能性のある事項には、以下のようなものがあります。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

（1）小規模組織であることについて

当社は令和８年３月31日現在、従業員８名と小規模組織であります。小規模組織で人的資源に限りがある中、

個々の役職員の働きに依存している面もあり、役職員に業務遂行上の支障が生じる可能性が相当程度あります。あ

るいは社員が社外流出した場合には、業務に支障が生じる可能性があります。

当社は、当該状況を解消すべく、業務内容に応じて外部委託をしております。

 

（2）入会保証金について

当社のゴルフ場経営事業であります六石ゴルフ倶楽部は、各会員より入会の折には、入会保証金を預り、その資

金によりコース・クラブハウス等の維持を行っております。

この入会保証金は、入会の日から10年間もしくは20年間据置くものとしておりますが、据置期間が経過した会員

様が退会を申し出た場合は、入会保証金を返還することになり、この返還の申し出の数が急激に増加いたします

と、事業運営において支障が生じる可能性があります。

会員様が退会する可能性の程度や時期は推測しかねますが、当社は当該状況を解消すべく、乗用カートの増台や

プレー料金の見直しを図ることで、入場者数を増加し営業利益を確保するとともに、入会保証金の返還に対して確

実な資金繰り計画の立案・実行を検討しております。

 

（3）経営成績の季節的変動について

ゴルフ場経営は、猛暑が続く夏や、降雪量が多い冬など天候により入場者数が左右され、その結果、売上に影響

を及ぼす可能性が相当程度あります。

当社は、当該状況を解消すべく、好天時やシーズン中の稼働率を上げるほか、悪天候によりコースコンディショ

ンが損なわれた場合には、速やかに復旧できるよう、関連部署及び業務提携会社との関係を強化しております。

 

（4）従業員の不正について

当社は、当事業年度中に従業員による不正行為が発覚し、外部専門家を含めて調査を実施いたしましたが、不正

の全容解明には至りませんでした。

当社では再発防止策の策定と実行が未了であり、また予期せぬ当該従業員による不正行為が発見される可能性が

あります。

 

（5）継続企業の前提に関する重要事象について

当社は（4）に記載の通り、当事業年度中に従業員による不正行為が発覚し、当該不正行為の財務諸表に与える

影響の重要性により、債権者から予期せぬ返還請求が発生した場合には、当社の資金繰りに重要な影響を及ぼす可

能性があります。このような状況により、当社は継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在して

いるものと認識しております。

当社では、当該状況を解消するため、次の施策を行うこととしております。

・預託金の返還は営業活動によるキャッシュ・フローの50％の範囲内での返還とする

・コスト削減施策を実施する

・資金調達を検討する

しかしながら、これらの対応策の実現可能性には不確実性が存在していることに加えて、関係当事者との最終的

な合意が得られていない事項もあることから、現時点においては継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在す

るものと認識しております。

 

 

EDINET提出書類

株式会社六石ゴルフ倶楽部(E04629)

有価証券報告書

 6/52



４【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績等の状況の概要

当事業年度における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下「経営成績等」という。）の状

況の概要は次のとおりであります。

①財政状態及び経営成績の状況

当事業年度におけるわが国の経済は、賃金の上昇が見られる一方で物価上昇が継続しており、個人消費には持ち

直しの動きが見られるものの、家計を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社が経営するゴルフ場は、コースの維持管理に努めるとともに、プレーフィーの見直し

などを行い営業活動を実施しております。

当事業年度は、天候によるクローズが少なく営業日数が前期より４日増加し、来場者総数は前年同期比2,786名

増加の51,253名、1日当たり平均入場者は前年同期比７名増加の160名となりました。この結果、当事業年度の経営

成績は、売上高が510,930千円で、前事業年度に比べ12,675千円の増加（前年同期比2.5％増）となったものの、経

費の増加により、営業損失は489千円（前年同期は3,926千円の営業利益）、経常損失は2,963千円（前年同期は

1,987千円の経常利益）となり、特別利益の計上により当期純利益は8,820千円（前年同期は490千円の当期純損

失）となりました。

また、当事業年度は減価償却等により有形固定資産が減少（純減少額60,250千円）したこと等により前事業年度

末に比べ資産合計が102,268千円減少し6,726,142千円となり、入会保証金の返還請求により預り保証金が減少（純

減少額183,060千円）したこと等により負債合計が167,160千円減少し5,799,703千円となり、純資産合計が64,892

千円増加し926,438千円となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税引前当期純利益12,330千円を計上した

ものの、従業員不正による修正損益や預り保証金の返還による支出等もあり6,035千円減少し、当事業年度末は

23,342千円となりました。

また、当事業年度における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度において営業活動の結果得られた資金は67,475千円（前年同期比38.9％増）となりました。これは

主に、従業員不正による修正損益の計上（△13,326千円）により、税引前当期純利益12,330千円（前年同期は

371千円の税引前当期純損失）となったものの、法人税等の還付額5,656千円（前年同額は法人税等の支払額△

10,085千円）があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度において投資活動の結果使用した資金は3,504千円（前年同期比5.3％減）となりました。これは、

固定資産の取得による支出が3,504千円あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度において財務活動の結果使用した資金は70,005千円（前年同期比22.7％増）となりました。これは

主に、長期借入れによる収入が30,000千円（前年同期比62.5％減）となったものの、預り保証金の返還による支

出が52,940千円（前年同期比28.2％減）となったこと等によるものであります。

③販売の実績

事業の内容 金額（千円） 前年同期比（％）

　（ゴルフ場経営事業）

ゴルフ場収益

 

454,646

 

1.3

食堂・売店売上高 52,906 14.2

入会登録料 3,378 4.6

合計 510,930 2.5
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(2）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において判断したものであります。

 

①当事業年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

当社の当事業年度の経営成績等は「（1）経営成績等の状況の概要　①財政状態及び経営成績の状況」に記載の

とおりでありますが、当社はスポーツ振興及び生涯スポーツとしてのゴルフライフを楽しんでいただける社交場を

提供することを目指し、高いコースクオリティの維持向上やゴルファー人口の拡大と社会貢献に努めた結果、当事

業年度の入場者数は51,253名（前年同期比5.7％増）となり、目標とする入場者数55,000名に対しては6.8％の未達

となり、経費の増加に売上の価格転嫁が及ばず、わずかながら営業損失を計上することとなりました。

なお、従業員の不正行為に伴う会計処理の訂正については、判明している事実と入手可能な情報に基づき会計上

の売掛金の誤り、預託金残高の誤り等の誤謬を訂正しております。

具体的な当事業年度の経営成績等の状況に関する分析は次のとおりであります。

 

1）財政状態

当事業年度の資産合計は、前事業年度末に比べ102,268千円減少し6,726,142千円となりました。

流動資産は44,480千円減少し115,985千円となりました。これは主に誤謬の訂正により前事業年度に比べ売掛

金が29,073千円減少したことと、前事業年度に計上されていた未収還付法人税等5,656千円と未収還付消費税等

3,812千円がなくなったことによります。一方、現金及び預金が6,035千円減少しておりますが、分析については

「（1）経営成績等の状況の概要　②キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりです。

固定資産は57,787千円減少し6,610,157千円となりました。これは主に設備投資を6,268千円行ったものの、減

価償却額が64,539千円あったこと等によるものであります。

当事業年度の負債合計は、前事業年度末に比べ167,160千円減少し5,799,703千円となりました。

流動負債は32,817千円増加し161,963千円となりました。これは主に過年度修正による納付税額の増加等によ

り未払法人税等が32,192千円増加したこと等によるものであります。

固定負債は199,977千円減少し5,637,740千円となりました。これは主に過年度からの従業員不正行為による誤

謬を訂正したこと等により預り保証金が183,060千円減少したこと等によるものであります。

当事業年度の純資産合計は、前事業年度に比べ64,892千円増加し926,438千円となりました。これは主に過年

度からの従業員不正行為による誤謬を訂正したことにより期首利益剰余金を56,071千円増加させたこと等による

ものであります。

 

2）経営成績

売上高は、入場者総数が前事業年度より2,786名増加の51,253名となったことから、前事業年度に比べ2.5％増

加の510,930千円となりました。

売上原価は、食堂原価及び広告宣伝費等の増加により、前事業年度に比べ4.7％増の460,944千円となりまし

た。

販売費及び一般管理費は、人件費及び福利厚生費等の減少により、前事業年度に比べ6.8％減の50,475千円と

なりました。

また、当事業年度は特別利益に従業員不正による修正損益13,326千円計上されたことにより、最終的に当期純

利益8,820千円（前年同期は490千円の当期純損失）となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況の分析・検討内容並びに資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社の当事業年度のキャッシュ・フローの状況については、「（1）経営成績等の状況の概要　②キャッシュ・

フローの状況」に記載のとおりであります。税引前当期純利益を計上し減価償却費があったものの、入会保証金の

返還等により財務活動により資金を使用したこと等により、前事業年度末に比べ6,035千円減少し、当事業年度末

には23,342千円となりました。

当社の契約債務として重要な入会保証金は、入会日から10年間もしくは20年間据置した後、退会を希望する会員

に返還することとなっております。現在、据置期間が経過した返還請求中の会員に対しては、営業活動による

キャッシュ・フローの範囲内での返還額となるよう努めておりますが、不足する場合には金融機関からの長期借入

金で調達しております。また、設備投資については、耐用年数に見合ったリース期間のリース取引契約を締結する

ことを基本としており、その他、短期の運転資金需要は自己資金及び金融機関からの短期借入金で調達しておりま

す。

なお、令和８年３月31日現在、契約債務の残高としては、預り保証金5,376,981千円、有利子負債が長期借入金

200,462千円、短期借入金35,000千円、リース債務58,204千円となっております。
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③重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている企業会計の基準に基づき作成されておりま

す。また、この財務諸表の作成にあたっては、決算日における財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

に影響を与えるような経営者の見積り及び予測を必要としております。

当社は、過去の実績値や状況を踏まえて合理的と判断される前提に基づき、見積り及び予測を行っております。

 

５【重要な契約等】

当社は、阿下喜生産森林組合及び北勢町治田財産区と土地賃貸借契約を締結しています。

（契約内容）

１．賃借物件　　六石コースの一部（詳細については設備の状況を参照）

２．賃借料　　　阿下喜生産森林組合　年額25,942千円

　　　　　　　　北勢町治田財産区　　年額30,001千円

３．保証金　　　阿下喜生産森林組合　100,000千円（内、阿下喜自治会　50,000千円）

４．賃借期間　　阿下喜生産森林組合　令和13年10月１日および令和16年１月１日まで

　　　　　　　 　　　　　　　　　　（なお、期間満了時には協議によって更新する）

　　　　　　　　北勢町治田財産区　　令和15年11月27日まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （なお、期間満了時には協議によって更新する）

 

６【研究開発活動】

特記事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

当社はゴルフ場経営事業の設備の充実及びサービス向上のため、6,268千円の設備投資を実施しました。

なお、当事業年度において重要な設備の除去、売却等はありません。

 

２【主要な設備の状況】

当社は主として直営設備を有しており、主要な設備は以下のとおりであります。

令和８年３月31日現在
 

事業所名

（所在地）

六石コース

（三重県いなべ市）

面積（㎡） 金額（千円）

種類別の帳簿価額

 

　建物

 

 

7,793.42

[434.36]

600,192

　構築物  226,261

　機械及び装置  3,018

　車両運搬具  0

　工具、器具及び備品  47

　土地
488,674.42

(797,866.0)
1,467,085

　立木  324,083

　コース勘定  3,500,025

　リース資産  55,403

合計

496,467.84

[434.36]

(797,866.0)

6,211,078

従業員数  8（12）名

（注）１．土地の面積の（　）書きは、賃借部分を示しており、外書きであります。

２．建物の面積の［　］書きは、賃貸部分を示しており、内書きであります。

３．従業員数の（　）書きは、平均臨時雇用者数を示しており、外書きであります。

４．当社は、ゴルフ場経営事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を

省略しております。

 

３【設備の新設、除却等の計画】

当事業年度末現在における重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,800

計 1,800

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数（株）
（令和８年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（令和８年６月29日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,620 1,620 非上場

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

制度は採用してお

りません。（注）

計 1,620 1,620 － －

（注）当社株式の譲渡又は取得について、株主および取得者は取締役会の承認を得なければなりません。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

③【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月31日(注) － 1,620 △1,112,950 90,000 △409,099 －

（注）資本金及び資本準備金の減少は、会社法第447条第１項及び第448条第１項に基づき、その他資本剰余金に振り替え

たものであります。
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（５）【所有者別状況】

令和８年３月31日現在
 

区分

株式の状況

端株の状況
政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（名） ― ３ ― 78 ― ― 1,421 1,502 ―

所有株式数

（株）
― ７ ― 192 ― ― 1,421 1,620  

所有株式数の

割合（％）
― 0.43 ― 11.85 ― ― 87.71 100 ―

 

（６）【大株主の状況】

  令和８年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

ノリタケ株式会社 名古屋市西区則武新町３丁目１番36号 14 0.86

株式会社川本製作所 名古屋市中区大須４丁目11番39号 5 0.30

日本ガイシ株式会社 名古屋市瑞穂区須田町２丁目56番地 4 0.24

東邦瓦斯株式会社 名古屋市熱田区桜田町19番18号 4 0.24

中部電力株式会社 名古屋市東区東新町１番地 4 0.24

株式会社フジトランスコーポ

レーション
名古屋市港区入船１丁目７番14号 4 0.24

株式会社中日新聞社 名古屋市中区三の丸１丁目６番１号 4 0.24

計 ― 39 2.40

（注）１．所有株式数第８位にあたる３株を所有する株主の人数が12名となっておりますので、上位７名のみの記載とし

ております。

２．日本ガイシ株式会社は、令和８年４月１日にNGK株式会社に商号変更しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

令和８年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,620

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

端株 － － －

発行済株式総数 1,620 － －

総株主の議決権 － 1,620 －

 

②【自己株式等】

令和８年３月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

 

２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　該当事項はありません。

（１）【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

（２）【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。

３【配当政策】

当社は、利益配分につきましては、経営体質の一層の充実ならびに将来の設備改善に役立てるため内部留保を確保

しつつ、金銭によるものも含め年１回の期末配当を行うことを検討しております。

なお、剰余金の配当の決定機関は、株主総会であります。
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４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの概要】

当会社は株主や倶楽部会員及びビジターのゴルフ場施設利用に供し、健全スポーツであるゴルフの発展を尊重し、

企業価値を高める事を経営者の責務とし、経営執行の過程において取締役会の合議機能、監査役会の監視機能あるい

は社内組織・業務分掌における牽制機能などを有効に発揮させる事によって、経営の健全性、公平性、透明性を確保

することが基本であると考えておりました。しかし、当事業年度に発覚した従業員の不正行為により継続企業の前提

に重要な疑義を生じさせるような事態の対応策を早期に策定・実行するために、令和８年６月26日開催の定時株主総

会における承認により、経営の意思決定の迅速化を図ることを目的として機関設計を変更しております。

尚、ゴルフ倶楽部の運営に関しましては業務執行機関であります理事会に基づき各委員会を設置し、倶楽部会員及

びビジターの健全性、公平性を確保することを基本であると考えております。

なお、以下は令和８年６月26日開催の定時株主総会までの会社の機関であります。

 

EDINET提出書類

株式会社六石ゴルフ倶楽部(E04629)

有価証券報告書

14/52



①　会社の機関の内容

当社は、令和８年６月26日開催の定時株主総会において、定款の変更が承認されたことにより、同日付をもっ

て取締役会および監査役会並びに会計監査人設置会社から取締役設置会社に移行しております。

その他、業務執行体制として、当社は倶楽部会員で構成されるゴルフ倶楽部運営のための理事会及び委員会を

おき、取締役から委譲された権限の範囲において、ゴルフ倶楽部運営の重要事項について審議を行っておりま

す。当理事会及び委員会には、必要に応じ取締役のメンバー参加の下、倶楽部運営の基本的事項の検討を行い、

常時、業務及び執行の厳正な監視を行える体制をとっております。

 

 

②　内部統制システムの整備の状況

ａ　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理は、「文書管理規程」並びに、「文書保存規程」を定め、これ

に従い当該情報を文書又は電磁的媒体に記録し、整理、保存しております。

「文書管理規程」並びに「文書保存規程」は、必要に応じて適時見直し改善を図るものとしております。

ｂ　取締役及び使用人の職務の執行が効率的に行われる事を確保する為の体制

代表取締役は、取締役及び使用人の職務の効率性に関しての総括責任者として、中期経営計画および年次経営

計画に基づいた目標に対し、職務執行が効率的に行われるよう監督しております。

ｃ　取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する為の体制

取締役が他の取締役の法令定款違反行為を発見した場合は直ちに顧問弁護士等の外部関係機関に通報するなど

ガバナンス体制を強化しております。

代表取締役は、取締役及び使用人の職務が法令及び定款に適合している事に関しての総括責任者として、問題

点の把握と改善に努めるものとします。

d　運用状況

　当社は、上記に掲げた内部統制システムの基本方針に基づき、以下の取り組みを行っております。

(1) 当社取締役は、互いに職務の執行状況の情報を共有し経営管理を行っております。
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(2) 反社会的勢力に対しては、弁護士、警察等の外部関係機関との連携を含め、組織全体で毅然とした対応の徹

底を図っております。

③　リスク管理体制の整備の状況
代表取締役は、自らをリスク管理に関する総括責任者として、必要に応じて、「リスク管理規程」を新たに制
定しております。
 

④　取締役の定数及び選任の決議要件

ａ　取締役の定数

当社の取締役は３名以内とする旨定款に定めております。

ｂ　取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株

主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨定款に定めております。また、取締役の選任決議は累積投票に

よらないものとする旨定款に定めております。

⑤　株主総会の特別決議要件

当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる株主

の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨定款に定めておりま

す。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的

とするものであります。

⑥　取締役の活動状況
当事業年度において当社は取締役会を年４回開催しており、個々の取締役の出席状況については次のとおりであ
ります。また、書面決議を13回行っております。
 
氏　名 開催回数 出席回数

三澤　孝行 ４ ４

吉田　克己 ４ ４

大石　幼一 ４ ３

小倉　忠 ４ ２

加藤　倫朗 ２ １

小林　昭三 ４ １

西村　憲一 ４ ３

浜本　英嗣 ４ ３

藤森　利雄 ４ ２

川合　尊 ２ ０

なお、加藤倫朗は、令和７年６月25日開催の定時株主総会の終結の時をもって、取締役を退任しておりますの

で、退任までの開催回数と出席回数になっております。また、川合尊は令和７年６月25日の取締役就任以降の開催

回数と出席回数となっております。また、書面決議は11回行っております。

取締役会における具体的な検討内容として、経営成績及び説明内容の確認、当事業年度の経営状況や常勤監査役

から監査役会の監査報告を受け、経営課題等を検討しております。また、資金調達に関する決議や定時株主総会招

集及び会議の目的事項の承認、株主優待プレー券の発行の承認等を行っております。

⑦　役員報酬

当事業年度における当社の取締役および監査役に対する役員報酬であります。

社内取締役に支払った報酬　　　3,300千円（社外取締役　　 －千円）

社内監査役に支払った報酬　　　　 －千円（社外監査役　 600千円）

計　　　　　　　　　　　　　3,300千円（　　　　　　 600千円）
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（２）【役員の状況】

①　役員一覧

男性２名　女性－名　（役員のうち女性の比率－％）

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株
式数
（株）

代表取締役社長 三澤　孝行 大正15年１月18日

昭和37年10月 山重組運輸株式会社設立

同社代表取締役

平成５年６月 当社取締役

平成11年６月 当社常務取締役

平成11年10月 山重組運輸株式会社代表取締役会長（現任）

平成25年４月 株式会社桑名カントリー倶楽部常務取締役

平成26年６月 当社代表取締役社長（現任）

平成27年６月 株式会社桑名カントリー倶楽部

代表取締役社長

令和８年６月 同社代表取締役社長退任

(注)２ １

取締役 吉田　克己 昭和27年８月12日

昭和51年３月 株式会社藤原カントリー（現株式会社リオフ

ジワラカントリー）入社

昭和56年６月 桑名カントリー倶楽部入社

平成19年４月 同倶楽部支配人

平成27年６月 同倶楽部総支配人（現任）

平成27年６月 当社常務取締役

平成27年６月 株式会社桑名カントリー倶楽部

常務取締役

令和８年６月 同社代表取締役社長（現任）

令和８年６月 当社取締役（現任）

(注)２ －

計 １

 
（注）１．令和８年６月26日開催の定時株主総会において定款の変更が決議されたことにより、当社は同日付をもって

取締役会及び監査役並びに監査役会非設置会社に移行しております。

２．令和７年６月25日開催の定時株主総会の終結の時から２年間であります。

 

②　社外役員の状況

当社に社外役員はおりません。
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（３）【監査の状況】

①　監査役監査の状況

当社は、令和８年６月26日開催の定時株主総会における承認により、監査役および監査役会設置会社から監査

役および監査役会非設置会社へ移行しております。

監査役および監査役会設置会社であった当事業年度においては、当社の監査役監査は、社外監査役３名で監査

役会を構成し常勤監査役を１名定めております。各監査役は、監査役会が定めた監査の方針、業務の分担等に従

い、取締役会への出席や業務、財産の状況の調査等を通じ、取締役の職務遂行の監査を行っております。また、

監査役は経営者に対するモニタリングの機能を果たし内部統制の有効性を高めるために、会計監査人と随時コ

ミュニケーションを行い、監査役会には会計監査人の出席を促し、相互連携を図っております。

なお、財務及び会計に関する相当程度の知見を有している監査役はおりません。

監査役および監査役会移行前の当事業年度において、当社は監査役会を６回開催しており、個々の監査役の出

席状況については次のとおりであります。

氏　名 開催回数 出席回数

辻内　倫夫 ６ ６

長谷川　治彦 ６ ６

山田　敏夫 ６ ５

監査役会における具体的な検討内容として、取締役会での取締役の職務遂行の監査並びに会計監査人の評価及

び報酬額の妥当性を判断しております。また、会計監査人から監査の実施状況、監査結果の報告の確認を行って

おります。

常勤監査役の活動として、取締役会の出席、重要な決裁書類の閲覧、本社における業務及び財産状況の調査を

行っており、代表取締役との意思疎通を図っております。

 

②　内部監査の状況

当社は小規模組織であり、内部監査体制はありません。

 

③　会計監査の状況

a 　会計監査人

当社の会計監査業務を執行した公認会計士は責任者櫻井由美子、その他会計監査業務に係る補助者は公認会計

士１名、その他１名であります。

なお、監査の審査体制としては、監査業務に携わっていない独立の立場の公認会計士１名を審査担当員として

監査意見の表明に対し、監査責任者の意見が一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して適切に形成され

ていることを確かめるため、監査意見、監査の実施状況、監査調書の査閲を受け、監査責任者の意見に同意する

か否かの確認を行っております。

ｂ　継続監査期間

当社の会計監査を執行した公認会計士の継続監査期間は22年であります。

ｃ　会計監査人の選定方針と理由

当社では、会計監査人の当社との独立性に関する事項、会計監査人の事務所の品質管理の方針及び諸制度の適

正性を確認しております。さらに、当該会計監査人の職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制が

確立されていることを選定方針としております。

また監査役会が、会社法第340条第１項各号に該当すると判断した時は、会計監査人を解任する方針でありま

す。また、監査役会はその他公認会計士法等の法令に違反、抵触した場合及び公序良俗に反する行為等があった

と判断した場合、その事実に基づき解任または再任・不再任の決定を行う方針であります。

ｄ　監査役及び監査役会による会計監査人の評価

監査役会は会計監査人から監査計画及び監査結果の報告を受け、品質管理、職務執行状況を確認し、計画、方

針に従った品質及び執行状況であると評価しております。
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④　監査報酬の内容等

a 　監査公認会計士等に対する報酬

 

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

3,100 － 3,200 －

 

ｂ　監査公認会計士等と同一のネットワークに属する組織に対する報酬

該当事項はありません。

 

ｃ　その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

該当事項はありません。

 

ｄ　監査報酬の決定方針

当社の監査公認会計士に対する監査報酬の決定方針としましては、監査役会が会社法第399条第１項の同意を

行った理由を取締役会において報告を受け、監査公認会計士から提示された監査報酬が、監査日数、当社の規

模、業務の特性等の要素を勘案して、適切なものであるかを吟味し決定しております。

 

e 　監査役会が会計監査人の報酬等に同意した理由

監査役会は、会計監査人から監査計画（監査方針、監査項目、監査予定時間等）の説明を受けた後、その内容

及び報酬見積りの額について、前期の実績評価を踏まえ、前期の計画と実績、報酬総額、時間当たりの報酬単価

等との比較検討を行い検討した結果、報酬等の額は妥当と判断し、会社法第399条第１項の同意を行っておりま

す。

 

（４）【役員の報酬等】

当社は非上場会社であるため、記載すべき事項はありません。

なお、役員報酬の内容につきましては、「４　コーポレート・ガバナンスの状況等　（１）コーポレート・ガバナ

ンスの概要」に記載しております。

（５）【株式の保有状況】

当社は非上場会社であるため、記載すべき事項はありません。
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５【従業員の状況等】

（１）【人材戦略に関する基本方針等】

当社は人材戦略に関する基本方針等は現在ありません。

 

（２）【従業員の状況】

①　提出会社の状況

令和８年３月31日現在
 

従業員数（名） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（千円）
平均年間給与の
対前事業年度増減率

（％）

8(12) 56 16 2,796 △5.0

（注）１．従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー）は、年間の平均人員を（　）外数で記載

しております。

２．当社は、ゴルフ場経営事業のみの単一セグメント・単一事業部門であるため、当社全体での従業員数を記

載しております。

３．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

 

②　労働組合の状況

平成18年８月に労働組合は解散しましたが、労使間は円満な関係を維持しており、特記事項はありません。

 

③　管理的地位にある労働者に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率及び労働者の男女の賃金の額

の差異

当社は、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）及び「育児休業、介護休

業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の規定による公表義務の対象で

はないため、記載を省略しております。
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第５【経理の状況】
１．従業員の不正行為について

当社は、当事業年度中に従業員による不正行為が発覚し、外部専門家を含めて調査を実施いたしました。しか

し、調査の結果、従業員の不正行為は長期かつ広範囲に及んでおり、不正の動機を含めて不正の発生時期及び金額

についての全容解明には至りませんでした。

当社では再発防止策の策定と実行が未了であり、今回の従業員の不正行為に伴う会計処理の訂正についての正確

性や網羅性について検証が完了しておりません。そのため、予期せぬ従業員による不正行為が発見された場合に

は、財務諸表に重要かつ広範な影響を及ぼす可能性がありますが、その影響を反映させる場合における時期、財務

諸表項目及び金額並びに注記が明らかでないため財務諸表には反映しておりません。

なお、従業員による不正行為の詳細につきましては、財務諸表の「注記事項」（追加情報）（従業員による不正

行為について）に記載しております。

 

２．当社の財務諸表は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基づい

て作成しております。

 

３．当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第68期事業年度（令和７年４月１日から令和８年

３月31日まで）の財務諸表について、公認会計士櫻井由美子により監査を受けております。

４．当社は、子会社はありませんので、連結財務諸表は作成しておりません。

５．財務諸表等の適正性を確認するための特段の取組について

当社は、財務諸表の適正性を確認するための特段の取組は行っておりません。
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１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(令和７年３月31日)
当事業年度

(令和８年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 29,378 23,342

売掛金 76,570 47,497

商品及び製品 215 270

原材料及び貯蔵品 984 479

前払費用 43,184 43,240

未収還付法人税等 5,656 －

未収還付消費税等 3,812 －

その他 663 1,155

流動資産合計 160,465 115,985

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 621,055 600,192

構築物（純額） 251,410 226,261

機械及び装置（純額） 0 3,018

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 62 47

土地 ※１ 1,502,046 ※１ 1,502,046

立木 324,083 324,083

コース勘定 3,500,025 3,500,025

リース資産（純額） 72,645 55,403

有形固定資産合計 ※２ 6,271,329 ※２ 6,211,078

無形固定資産   

借地権 165,510 165,510

無形固定資産合計 165,510 165,510

投資その他の資産   

差入保証金 100,050 100,050

自社会員権 124,115 124,115

長期前払費用 678 524

繰延税金資産 6,261 8,878

投資その他の資産合計 231,105 233,569

固定資産合計 6,667,945 6,610,157

資産合計 6,828,411 6,726,142
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(令和７年３月31日)
当事業年度

(令和８年３月31日)

負債の部   

流動負債   

短期借入金 35,000 35,000

１年内返済予定の長期借入金 ※１ 20,724 ※１ 28,908

リース債務 25,621 16,740

未払費用 37,594 28,863

未払法人税等 35 32,227

未払消費税等 － 9,836

前受金 3,295 3,405

預り金 3,136 3,125

賞与引当金 2,560 1,675

その他 1,178 2,181

流動負債合計 129,145 161,963

固定負債   

長期借入金 ※１ 173,190 ※１ 171,554

リース債務 55,136 41,464

預り保証金 5,560,041 5,376,981

長期前受金 38,472 37,184

退職給付引当金 4,499 4,203

資産除去債務 6,104 6,145

その他 273 207

固定負債合計 5,837,718 5,637,740

負債合計 5,966,864 5,799,703

純資産の部   

株主資本   

資本金 90,000 90,000

資本剰余金   

その他資本剰余金 547,668 547,668

資本剰余金合計 547,668 547,668

利益剰余金   

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 3,408 3,253

繰越利益剰余金 220,469 285,517

利益剰余金合計 223,878 288,770

株主資本合計 861,546 926,438

純資産合計 861,546 926,438

負債純資産合計 6,828,411 6,726,142
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②【損益計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　令和６年４月１日
　至　令和７年３月31日)

当事業年度
(自　令和７年４月１日
　至　令和８年３月31日)

売上高   

ゴルフ場収益 448,697 454,646

食堂・売店売上高 46,329 52,906

入会登録料 3,228 3,378

売上高合計 ※ 498,255 ※ 510,930

売上原価   

食堂・売店売上原価 45,970 52,430

商品期首棚卸高 169 215

当期商品仕入高 46,016 52,485

合計 46,185 52,700

商品期末棚卸高 215 270

給与及び手当 44,735 44,775

退職給付費用 616 1,119

賞与引当金繰入額 5,137 4,866

土地賃借料 56,270 56,270

水道光熱費 22,949 21,816

コース管理費 83,212 83,212

業務委託費 15,794 17,534

諸税金 9,873 9,689

広告宣伝費 37,446 52,156

減価償却費 67,115 63,822

その他 51,028 53,250

売上原価合計 440,150 460,944

売上総利益 58,104 49,985

販売費及び一般管理費   

役員報酬 4,800 3,900

給料及び手当 11,197 9,255

退職給付費用 68 159

賞与引当金繰入額 1,712 1,123

支払報酬 4,130 3,785

支払手数料 10,589 11,261

業務委託費 6,740 6,590

諸税金 434 455

減価償却費 690 717

その他 13,814 13,227

販売費及び一般管理費合計 54,177 50,475

営業利益又は営業損失（△） 3,926 △489
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　令和６年４月１日
　至　令和７年３月31日)

当事業年度
(自　令和７年４月１日
　至　令和８年３月31日)

営業外収益   

受取利息 36 72

受取賃貸料 545 545

受取手数料 1,132 1,017

雑収入 859 796

営業外収益合計 2,574 2,431

営業外費用   

支払利息 4,514 4,906

営業外費用合計 4,514 4,906

経常利益又は経常損失（△） 1,987 △2,963

特別利益   

債務免除益 7,040 1,967

従業員不正による修正損益 － 13,326

特別利益合計 7,040 15,293

特別損失   

災害による損失 9,400 －

特別損失合計 9,400 －

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △371 12,330

法人税、住民税及び事業税 303 3,571

法人税等調整額 △183 △61

法人税等合計 119 3,509

当期純利益又は当期純損失（△） △490 8,820

 

EDINET提出書類

株式会社六石ゴルフ倶楽部(E04629)

有価証券報告書

25/52



③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自令和６年４月１日至令和７年３月31日）

       (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合
計

 
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

 
固定資産圧
縮積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 90,000 547,668 547,668 3,604 220,765 224,369 862,037 862,037

固定資産圧縮積立
金の取崩    △195 195 － － －

当期純損失（△）     △490 △490 △490 △490

当期変動額合計 － － － △195 △295 △490 △490 △490

当期末残高 90,000 547,668 547,668 3,408 220,469 223,878 861,546 861,546

 

 

当事業年度（自令和７年４月１日至令和８年３月31日）

       (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合
計

 
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

 
固定資産圧
縮積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 90,000 547,668 547,668 3,408 220,469 223,878 861,546 861,546

誤謬の訂正による
累積的影響額

－ － － － 56,071 56,071 56,071 56,071

誤謬の訂正を反映し
た当期首残高

90,000 547,668 547,668 3,408 276,541 279,950 917,618 917,618

固定資産圧縮積立
金の取崩    △155 155 － － －

当期純利益     8,820 8,820 8,820 8,820

当期変動額合計 － － － △155 8,975 8,820 8,820 8,820

当期末残高 90,000 547,668 547,668 3,253 285,517 288,770 926,438 926,438

 

EDINET提出書類

株式会社六石ゴルフ倶楽部(E04629)

有価証券報告書

26/52



④【キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　令和６年４月１日
　至　令和７年３月31日)

当事業年度
(自　令和７年４月１日
　至　令和８年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △371 12,330

減価償却費 67,806 64,539

賞与引当金の増減額（△は減少） 80 △885

退職給付引当金の増減額（△は減少） 684 △296

受取利息及び受取配当金 △36 △72

支払利息 4,514 4,906

債務免除益 △7,040 △1,967

従業員不正による修正損益 － △13,326

売上債権の増減額（△は増加） △9,191 △3,569

棚卸資産の増減額（△は増加） 361 449

仕入債務の増減額（△は減少） 7,326 △8,730

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,414 10,113

未収還付消費税等の増減額（△は増加） △3,812 3,812

前受金の増減額（△は減少） 1,071 △1,178

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,006 △546

その他の流動負債の増減額（△は減少） 148 925

その他 40 41

小計 62,989 66,545

利息及び配当金の受取額 36 72

利息の支払額 △4,360 △4,752

法人税等の支払額 △10,085 △46

法人税等の還付額 － 5,656

営業活動によるキャッシュ・フロー 48,580 67,475

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △3,700 △3,504

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,700 △3,504

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △37,485 △23,452

長期借入れによる収入 80,000 30,000

預り保証金の返還による支出 △73,731 △52,940

預り保証金の預りによる収入 147 －

リース債務の返済による支出 △25,990 △23,613

財務活動によるキャッシュ・フロー △57,059 △70,005

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,179 △6,035

現金及び現金同等物の期首残高 41,558 29,378

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 29,378 ※ 23,342
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【注記事項】

（追加情報）

（従業員による不正行為について）

当社は、当事業年度中に従業員による不正行為が発覚し、外部専門家を含めて調査を実施いたしました。

従業員の主な不正行為は、本来当社の正規の銀行口座（以下「正規口座」という。）において管理すべき金

員を、当社に無断で従業員の個人名義の口座や当社の簿外の「六石ゴルフ倶楽部」名義の休眠口座（以下両口

座を併せて「不正口座」という。）に入金して流用していたものであります。

判明している範囲での従業員の不正行為の具体的内容は、不正口座での当社の会員権の不正販売、預託金返

還額の不正操作、当社に対する経費の架空請求の偽造、会員権の架空の買取請求の偽造、年会費の架空売上、

納税資金の流用等であり、さらにこれら行為を隠蔽するために会計監査人の監査に対する妨害行為を行ってお

りました。

なお、外部専門家を含む調査の結果、従業員の不正行為は長期かつ広範囲に及んでおり、不正口座のすべて

の入出金の証拠を入手することは不可能であり、不正の動機を含め不正の発生時期及び金額についての全容解

明には至りませんでした。

当社では再発防止策の策定と実行が未了であり、今回の従業員の不正行為に伴う会計処理の訂正についての

正確性や網羅性について検証が完了しておりません。そのため、予期せぬ当該従業員による不正行為が発見さ

れた場合には、財務諸表に重要かつ広範な影響を及ぼす可能性がありますが、その影響を反映させる場合にお

ける財務諸表項目及び金額並びに注記が明らかでないため財務諸表には反映しておりません。

 

（継続企業の前提に関する事項）

注記事項（追加情報）（従業員による不正行為について）に記載の通り、当事業年度中に従業員による不正

行為が発覚し、当該不正行為の財務諸表に与える影響の重要性により、債権者から予期せぬ返還請求が発生し

た場合には、当社の資金繰りに重要な影響を及ぼす可能性があります。このような状況により、当社は継続企

業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しているものと認識しております。

当社では、当該状況を解消するため、次の施策を行うこととしております。

・預託金の返還は営業活動によるキャッシュ・フローの50％の範囲内での返還とする

・コスト削減施策を実施する

・資金調達を検討する

しかしながら、これらの対応策の実現可能性には不確実性が存在していることに加えて、関係当事者との最

終的な合意が得られていない事項もあることから、現時点においては継続企業の前提に関する重要な不確実性

が存在するものと認識しております。

なお、財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を財

務諸表に反映しておりません。
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（重要な会計方針）

１．棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品………最終仕入原価法

（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）による原価法

貯蔵品……最終仕入原価法による原価法

２．固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

なお、残存価額については備忘価額(１円)としております。

また、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 14～59年

構築物 ８～50年

②リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

３．引当金の計上基準

（1）賞与引当金……使用人に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支給見込み額のうち当期の負

担額を計上している。

（2）退職給付引当金……使用人の退職給付に備えるため、退職金の規定に基づく当事業年度末における退職

給付債務を計上している。

４．収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約から生じる収益に関する事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足

する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

ゴルフ場経営事業

当社は、ゴルフ場経営事業である六石ゴルフ倶楽部の会員と入会契約により入会登録料を受領しており

ます。当該支払いは、将来の財又はサービスの移転に対するものであり、将来の一定の期間にわたり履行

義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識しております。なお、進捗

度は入会保証金の償還期間を勘案して合理的に見積もっております。

さらに、会員より年会費を受領しております。当該支払いは、1年度のサービスの移転に対するもので

あり、その年度にわたり履行義務が充足されると判断し、その年度内で均等に収益を認識しております。

また、当社の保有するゴルフ場及びその関連施設の利用を会員及びビジターに提供し、ゴルフ場利用時

及び食堂・売店の財又はサービスの提供時に収益を認識しております。

５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金・要求払預金及び取得日から３ケ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能で

あり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資であります。

 

（重要な会計上の見積り）

該当事項はありません。
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（未適用の会計基準等）

・「リースに関する会計基準」（企業会計基準第34号　2024年９月13日　企業会計基準委員会）

・「リースに関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第33号　2024年９月13日　企業会計基準委

員会）

 

(1）概要

企業会計基準委員会において、日本基準を国際的に整合性のあるものとする取組みの一環として、借手の

全てのリースについて資産及び負債を認識するリースに関する会計基準の開発に向けて、国際的な会計基準

を踏まえた検討が行われ、基本的な方針として、IFRS第16号の単一の会計処理モデルを基礎とするものの、

IFRS第16号の全ての定めを採り入れるのではなく、主要な定めのみを採り入れることにより、簡素で利便性

が高く、かつ、IFRS第16号の定めを個別財務諸表に用いても、基本的に修正が不要となることを目指した

リース会計基準等が公表されました。

借手の会計処理として、借手のリースの費用配分の方法については、IFRS第16号と同様に、リースがファ

イナンス・リースであるかオペレーティング・リースであるかにかかわらず、全てのリースについて使用権

資産に係る減価償却費及びリース負債に係る利息相当額を計上する単一の会計処理モデルが適用されます。

 

(2）適用予定日

令和10年３月期の期首から適用します。

 

(3）当該会計基準等の適用による影響

「リースに関する会計基準」等の適用による財務諸表に与える影響額については、現時点で評価中であり

ます。

 

・「後発事象に関する会計基準」（企業会計基準第41号　令和８年１月９日企業会計基準委員会）

・「後発事象に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第35号　令和８年１月９日企業会計基準

委員会）

 

(1）概要

「後発事象に関する会計基準」等は後発事象の定義、会計処理及び開示等を取り扱う包括的な会計基準を

設定することを優先的な課題とし、日本公認会計士協会　監査・保証実務委員会　監査基準報告書560実務

指針第１号「後発事象に関する監査上の取扱い」で示されている会計に関する内容を原則として踏襲して企

業会計基準委員会に移管することを基本的な方針として、表現の見直し及び後発事象の評価期間の整理を行

うとともに、財務諸表の公表の承認に関する注記を新たに求める等、後発事象に関する会計処理及び開示に

ついて定めたものである。

 

(2）適用予定日

令和10年３月期の期首から適用します。

 

（修正再表示）

（過去の誤謬の訂正）

　当社は、過年度からの従業員の不正行為、主に会員権の不正販売、預託金返還額の不正操作、年会費の架空売

上等による、会計上の売掛金の誤り、預託金残高の誤りを訂正し、当事業年度の期首利益剰余金を訂正していま

す。

　当該訂正の内容は以下のとおりです。

売上高の架空計上の訂正　　　　　　 △30,445千円

預託金残高の訂正　　　　　　　　　　112,628千円

上記に伴う税額・税効果の計上　　 　△26,111千円

合計　　　　　　　　　 　　　　　　　56,071千円

　なお、不正行為の発生時期については特定できないうえ、さらに未発見の当該従業員の不正行為の発覚により

金額が追加される可能性があります。
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（貸借対照表関係）

※１　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりであります。

 
前事業年度

（令和７年３月31日）
当事業年度

（令和８年３月31日）

土地 34,960千円 34,960千円

 

担保付債務は次のとおりであります。

 
前事業年度

（令和７年３月31日）
当事業年度

（令和８年３月31日）

1年内返済予定の長期借入金

長期借入金

9,996千円

45,014

9,996千円

35,018

合計 55,010 45,014

 

※２　減価償却累計額

前事業年度（令和７年３月31日）

有形固定資産は、取得価額から減価償却累計額4,436,509千円を直接控除して表示しております。

 

当事業年度（令和８年３月31日）

有形固定資産は、取得価額から減価償却累計額4,370,481千円を直接控除して表示しております。

 

３　保証債務

会社分割により、下記会社の債務については重畳的債務引受を行っております。

 
前事業年度

（令和７年３月31日）
当事業年度

（令和８年３月31日）

株式会社桑名カントリー倶楽部

預り保証金

 

515,000千円

 

515,000千円

合計 515,000 515,000

 

 

（損益計算書関係）

※　顧客との契約から生じる収益

売上高については、顧客との契約から生じる収益額であります。顧客との契約から生じる収益の金額

は、財務諸表「注記事項（収益認識関係）顧客との契約から生じる収益を分解した情報」に記載しており

ます。

 

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自令和６年４月１日至令和７年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 1,620 － － 1,620

合計 1,620 － － 1,620

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項
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（1）配当金支払額

該当事項はありません。

（2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

該当事項はありません。

 

当事業年度（自令和７年４月１日至令和８年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 1,620 － － 1,620

合計 1,620 － － 1,620

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

（1）配当金支払額

該当事項はありません。

（2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自　令和６年４月１日
至　令和７年３月31日）

当事業年度
（自　令和７年４月１日
至　令和８年３月31日）

現金及び預金勘定 29,378千円 23,342千円

計 29,378 23,342

現金及び現金同等物 29,378 23,342

 

（リース取引関係）

（１）所有権移転ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

有形固定資産

主として、乗用カート及び自動精算機などであります。

②　リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「２．固定資産の減価償却方法」に記載のとおりであります。

 

（２）所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

有形固定資産

主として、コース整備車両及び乗用カート用ナビなどであります。

②　リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「２．固定資産の減価償却方法」に記載のとおりであります。

 

（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

（1）金融商品に対する取組方針
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預り保証金返還計画に照らして、必要な資金(主に銀行借入)を調達しております。また、短期的な

運転資金を銀行借入により調達しており、一時的な余資はリスクの僅少な預金等で運用し、投機的な

取引は行わない方針であります。

 

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、クレジット会社への債権及びゴルフ場会員の年会費、プレー代金等の債

権であり、顧客の信用リスクに晒されております。

差入保証金は土地賃貸借契約に際しての保証金で、差入先の信用リスクに晒されております。当該

リスクにつきましては差入先との関係を勘案して、継続的に検討しております。

自社会員権は、六石ゴルフ倶楽部の会員権であり、ゴルフ会員権の取引相場の価格変動リスクに晒

されております。

リース債務は、主に設備投資に係るものであり、償還日は最長で決算日後７年であります。

借入金は、主に預り保証金の償還に係る資金調達を目的としたものであり、償還日は最長で決算日

後８年であります。

預り保証金は、ゴルフ場会員権に付随する債務であり、会員契約に基づき退会を希望される場合に

は返済する義務が発生いたします。

 

(3) 金融商品に関するリスク管理体制

①　信用リスク(取引先の売掛金不払い等に係るリスク)管理

営業債権については、当倶楽部規約により発生が会員に限定されており、さらには入会当初に預り

保証金を受領しておりその預り保証金額までの範囲内であれば相殺する事と規定されており、信用リ

スクは僅少であります。

②　市場リスク（金利等の変動リスク）の管理

借入金については、変動金利の長期借入金に関しましては、金利の変動リスクに晒されておりま

す。当該リスクについては、担当部署が金利動向を監視し、支払金利の変動リスクが高まった場合に

は、デリバティブ取引（金利スワップ取引等）をヘッジ手段として検討する管理体制を構築しており

ます。また、リース債務については金利は短期であり、金利変動によるリスクは僅少であります。

③　資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを出来なくなるリスク）の管理

経理部門が、毎月の支払状況に基づき資金繰り計画を作成・更新し手許流動性の維持などにより流

動性リスクを管理しております。

④　価格変動リスクの管理

自社会員権については、担当部署がゴルフ会員権取扱業者が作成する取引相場表を参考にしつつ

も、その信頼性には限界を認識しており、相対取引を行うことでリスクを管理しております。

 

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用するこ

とにより、当該価額が変動することもあります。

 

２．金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 

前事業年度（令和７年３月31日）

 貸借対照表計上額(千円) 時価(千円) 差額(千円）

資産計(※1)(※2) － － －

(1)　リース債務（※3）

(2)　長期借入金（※4）

80,758

193,914

75,762

193,793

△4,995

△120

負債計(※5) 274,672 269,555 △5,116

 

当事業年度（令和８年３月31日）

 貸借対照表計上額(千円) 時価(千円) 差額(千円）

資産計(※1)(※2) － － －
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 貸借対照表計上額(千円) 時価(千円) 差額(千円）

(1)　リース債務（※3）

(2)　長期借入金（※4）

58,204

200,462

54,347

199,877

△3,857

△584

負債計(※5) 258,666 254,225 △4,441

（※1）「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に

近似するものであることから、記載を省略しております。

（※2）「売掛金」、「未収還付消費税等」、「未収還付法人税等」については、短期間で決済されるため時価

が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

（※3）流動負債と固定負債のリース債務を合算して表示しております。

（※4）流動負債の1年内返済予定の長期借入金を合算して表示しております。

（※5）「短期借入金」、「未払費用」、「未払法人税等」及び「未払消費税等」については、短期間で決済さ

れるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

（※6）以下の金融商品は、市場価格がなく、かつ返済期限が確定していないため将来キャッシュ・フローを見

積もることができないため、時価の表示をしておりません。当該金融商品の当事業年度の貸借対照表計上

額は以下のとおりであります。

 

区　分 前事業年度(千円) 当事業年度(千円)

(1)　差入保証金

(2)　自社会員権

(3)　預り保証金

100,050

124,115

5,560,041

100,050

124,115

5,376,981
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（注）１．金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

前事業年度（令和７年３月31日）

 1年以内（千円）

現金及び預金

売掛金

28,177

76,570

合　計 104,748

 

当事業年度（令和８年３月31日）

 1年以内（千円）

現金及び預金

売掛金

22,328

47,497

合　計 69,825

 

（注）２．長期借入金、リース債務及びその他の有利子負債の決算日後の返済予定額

前事業年度（令和７年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

短期借入金 35,000 － － － － －

長期借入金 20,724 20,724 20,724 18,997 30,062 82,683

リース債務 25,621 15,915 13,939 13,939 4,287 7,054

合計 81,345 36,639 34,663 32,936 34,349 89,737

 

当事業年度（令和８年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

短期借入金 35,000      

長期借入金 28,908 28,908 26,499 33,464 29,363 53,320

リース債務 16,740 14,374 14,374 4,721 3,019 4,975

合計 80,648 43,282 40,873 38,185 32,382 58,295

 

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時

価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

(1）時価で貸借対照表に計上している金融商品

前事業年度（令和７年３月31日）

該当事項はありません。

 

当事業年度（令和８年３月31日）

該当事項はありません。
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(2）時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

前事業年度（令和７年３月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

資産計 － － － －

リース債務 － 75,762 － 75,762

長期借入金 － 193,793 － 193,793

負債計 － 269,555 － 269,555

 

当事業年度（令和８年３月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

資産計 － － － －

リース債務 － 54,347 － 54,347

長期借入金 － 199,877 － 199,877

負債計 － 254,225 － 254,225

（注）　時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

リース債務及び長期借入金

これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価

値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

 

（有価証券関係）

該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

（退職給付関係）

前事業年度（自　令和６年４月１日　至　令和７年３月31日）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は従業員の退職給付に充てるため、確定給付型の制度として、非積立型の退職一時金制度を採用してお

ります。

　なお、当社の退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計上しております。

 

２．確定給付制度

（1）簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

　退職給付引当金の期首残高 3,815千円

　　退職給付費用 684 

　　退職給付の支払額 － 

　退職給付引当金の期末残高 4,499 

 

（2）退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

　非積立型制度の退職給付債務 4,499千円

　貸借対照表に計上された負債と資産の純額 4,499 

   

　退職給付引当金 4,499千円

　貸借対照表に計上された負債と資産の純額 4,499 

 

（3）退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用　　　　　　　　　　          684千円
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当事業年度（自　令和７年４月１日　至　令和８年３月31日）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は従業員の退職給付に充てるため、確定給付型の制度として、非積立型の退職一時金制度を採用してお

ります。

　なお、当社の退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計上しております。

 

２．確定給付制度

（1）簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

　退職給付引当金の期首残高 4,499千円

　　退職給付費用 581 

　　退職給付の支払額 △877 

　退職給付引当金の期末残高 4,203 

 

（2）退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

　非積立型制度の退職給付債務 4,203千円

　貸借対照表に計上された負債と資産の純額 4,203 

   

　退職給付引当金 4,203千円

　貸借対照表に計上された負債と資産の純額 4,203 

 

（3）退職給付費用

　簡便法で計算した退職給付費用 581千円

　退職者の功労加算金支給額 698 

　　合計 1,279 

 

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

前事業年度（令和７年３月31日） 当事業年度（令和８年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳
 
繰延税金資産  

賞与引当金損金算入限度超過額 859千円

退職給付引当金損金算入限度超過額 1,549

未払事業税 △502

前受金 14,352

固定資産除去債務

税務上の繰越欠損金

その他

2,101

609

667

繰延税金資産小計 19,637

評価性引当額 △11,347

繰延税金資産合計 8,289

繰延税金負債  

固定資産圧縮積立金

その他

1,786

241

繰延税金負債合計 2,028

繰延税金資産の純額 6,261
   

 
繰延税金資産  

賞与引当金損金算入限度超過額 576千円

退職給付引当金損金算入限度超過額 1,447

未払事業税 2,845

前受金 13,975

固定資産除去債務

税務上の繰越欠損金

その他

2,115

－

625

繰延税金資産小計 21,585

評価性引当額 △10,767

繰延税金資産合計 10,817

繰延税金負債  

固定資産圧縮積立金

その他

1,708

230

繰延税金負債合計 1,939

繰延税金資産の純額 8,878
   

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

 

法定実効税率 33.58％

（調整）  

住民税均等割 △81.47

税率変更による期末繰延税金資産の

増額修正

 

19.08

その他 △3.19

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △32.00

 

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延

税金負債の金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法

律第13号）が令和７年３月31日に国会で成立し、令和

８年４月１日以後に開始する事業年度より防衛特別法

人税の課税が行われることとなりました。

これに伴い、令和８年４月１日に開始する事業年度

以降において解消が見込まれる一時差異等について

は、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する

法定実効税率は従来の33.58％から34.43％となりま

す。

なお、この税率変更による当事業年度の財務諸表へ

の影響は軽微であります。

 

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

 

法定実効税率 33.58％

（調整）  

住民税均等割 2.46

評価性引当額の増減 △4.71

その他 △2.86

税効果会計適用後の法人税等の負担率 28.47
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（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

前事業年度末(令和７年３月31日）

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

イ．当該資産除去債務の概要

新・旧クラブハウス建築の際に使用した建材に含有されているアスベストの除去債務であります。

ロ．当該資産除去債務の金額の算定方法

建物の耐用年数の残年数から、旧クラブハウスを11年、新クラブハウスを43年と見積り、割引率は、

2.308％を使用して資産除去債務を計算しております。

ハ、当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減

期首残高 6,064千円

時の経過による調整額 40 

期末残高 6,104 

 

当事業年度末(令和８年３月31日）

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

イ．当該資産除去債務の概要

新・旧クラブハウス建築の際に使用した建材に含有されているアスベストの除去債務であります。

ロ．当該資産除去債務の金額の算定方法

建物の耐用年数の残年数から、旧クラブハウスを11年、新クラブハウスを43年と見積り、割引率は、

2.308％を使用して資産除去債務を計算しております。

ハ、当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減

期首残高 6,104千円

時の経過による調整額 41 

期末残高 6,145 

 

（賃貸等不動産関係）

前事業年度(自令和６年４月１日至令和７年３月31日)

当社では、東近江市に不動産を所有しております。当該不動産は遊休不動産であり、損益は把握しておりません。

また、当該賃貸等不動産の貸借対照表計上額、当事業年度増減額及び時価は、次のとおりであります。

 

貸借対照表計上額（千円） 当事業年度末の時価

（千円）当事業年度期首残高 当事業年度増減額 当事業年度末残高

34,960 － 34,960 50,226

(注)　当事業年度末の時価の算定方法は、固定資産税評価額を合理的に調整した金額であります。

 

当事業年度(自令和７年４月１日至令和８年３月31日)

当社では、東近江市に不動産を所有しております。当該不動産は遊休不動産であり、損益は把握しておりません。

また、当該賃貸等不動産の貸借対照表計上額、当事業年度増減額及び時価は、次のとおりであります。

 

貸借対照表計上額（千円） 当事業年度末の時価

（千円）当事業年度期首残高 当事業年度増減額 当事業年度末残高

34,960 － 34,960 50,226

(注)　当事業年度末の時価の算定方法は、固定資産税評価額を合理的に調整した金額であります。
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は「注記事項（セグメント情報等）　関連情報　1．製品及び

サービスごとの情報」に記載のとおりであります。

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

財務諸表「注記事項（重要な会計方針）４．収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、記

載しておりません。

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当事業年度末

において存在する顧客との契約から翌事業年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情報

(1) 契約資産及び契約負債の残高等

 前事業年度 当事業年度

顧客との契約から生じた債権(期首残高) 69,363千円 46,125千円

顧客との契約から生じた債権(期末残高) 76,570千円 47,497千円

契約負債(期首残高) 40,696千円 41,768千円

契約負債(期末残高) 41,768千円 40,590千円

 

契約資産は、顧客（会員）が入会時に支払った入会金等及び１年間の年会費等の支払いから生じた前受金に関

連するものであり、一定の期間にわたり均等に収益を認識することに伴い取り崩されます。なお当該支払いの見

返りとして、入会金等は顧客（会員）の予想利用期間にわたり、また年会費等は１年間にわたり、サービスが顧

客（会員）に移転していることから、当該期間にわたり均等に収益を認識しております。なお、当事業年度の期

首残高は、従業員の不正行為に伴う会計処理の訂正により、30,445千円減額しております。

当事業年度に認識した収益額のうち、期首現在の契約負債に含まれていた金額は3,295千円であります。ま

た、当事業年度において、契約負債が1,178千円減少した理由は、入会金を2,200千円、年会費を54,419千円、そ

れぞれ契約負債に計上し、入会金を3,378千円、年会費を54,419千円、それぞれ契約負債から取崩したためであ

ります。

(2) 残存履行義務に配分した取引価格

残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりであります。

  （単位：千円）

 前事業年度 当事業年度

１年以内 3,295 3,405

１年超５年以内 13,182 13,622

５年超 25,290 23,562

合計 41,768 40,590

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前事業年度（自令和６年４月１日至令和７年３月31日）

当社は、ゴルフ場経営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当事業年度（自令和７年４月１日至令和８年３月31日）

当社は、ゴルフ場経営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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【関連情報】

前事業年度（自令和６年４月１日至令和７年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報                                         　　　　 （単位：千円)

顧客との契約から生じる収益

その他の収益
外部顧客への

売上高
一時点で移転されるサービス

一定の期間にわたり移転

されるサービス 合　　計

プレー収入 食堂・売店売上 年会費 入会登録料

398,655 46,329 50,041 3,228 498,255 － 498,255

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

該当事項はありません。

 

当事業年度（自令和７年４月１日至令和８年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報                                         　　　　 （単位：千円)

顧客との契約から生じる収益

その他の収益
外部顧客への

売上高
一時点で移転されるサービス

一定の期間にわたり移転

されるサービス 合　　計

プレー収入 食堂・売店売上 年会費 入会登録料

408,778 52,906 45,867 3,378 510,930 － 510,930

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

該当事項はありません。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度（自令和６年４月１日至令和７年３月31日）

　　該当事項はありません。

 

当事業年度（自令和７年４月１日至令和８年３月31日）

　　該当事項はありません。

 

 

 

 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度（自令和６年４月１日至令和７年３月31日）

　　該当事項はありません。

 

当事業年度（自令和７年４月１日至令和８年３月31日）

　　該当事項はありません。

 

 

 

 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度（自令和６年４月１日至令和７年３月31日）

　　該当事項はありません。

 

当事業年度（自令和７年４月１日至令和８年３月31日）

　　該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等

 

前事業年度（自　令和６年４月１日　至　令和７年３月31日）

種類

会社名等

の名称又

は氏名

所在地

資本金

又は

出資金

(千円)

事業の内容

又は職業

議決権等の

所有（被所

有）割合

（%）

関連当事

者との関

係

取引の

内容

取引金額

(千円)
科目 期末残高

役員 三澤孝行 － －

当社代表

取締役社長

株式会社桑

名カント

リー倶楽部

代表取締役

社長

（被所有）

0.0

当社から

株式会社

桑名カン

トリー倶

楽部への

債務保証

 

株式会社桑

名カント

リー倶楽部

に対する

重畳的

債務保証

（注）

 

 

預り保証金

515,000

 

 

 

－ －

（注）当社は会社分割により株式会社桑名カントリー倶楽部の預り保証金に対して重畳的債務保証を行っており役員との

直接取引はありません。

 

 

当事業年度（自　令和７年４月１日　至　令和８年３月31日）

種類

会社名等

の名称又

は氏名

所在地

資本金

又は

出資金

(千円)

事業の内容

又は職業

議決権等の

所有（被所

有）割合

（%）

関連当事

者との関

係

取引の

内容

取引金額

(千円)
科目 期末残高

役員 三澤孝行 － －

当社代表

取締役社長

株式会社桑

名カント

リー倶楽部

代表取締役

社長

（被所有）

0.0

当社から

株式会社

桑名カン

トリー倶

楽部への

債務保証

 

株式会社桑

名カント

リー倶楽部

に対する

重畳的

債務保証

（注）１

 

 

預り保証金

515,000

 

 

－ －

当社銀行

借入に対

する担保

被提供

当社銀行借

入に対する

担保被提供

（注）２

担保被提供

30,000
借入金 27,272

（注）１．当社は会社分割により株式会社桑名カントリー倶楽部の預り保証金に対して重畳的債務保証を行っており役員

との直接取引はありません。

２．当社は銀行借入に対して、株式会社桑名カントリー倶楽部より定期預金の担保提供を受けており、役員との直

接の取引はありません。なお、借入金は１年以内返済予定の長期借入金を合算して表示しております。
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（１株当たり情報）

前事業年度（自令和６年４月１日至令和７年３月31日） 当事業年度（自令和７年４月１日至令和８年３月31日）
 
１．１株当たり純資産額 531,818円

２．１株当たり当期純損失 303円
　

 
１．１株当たり純資産額 571,875円

２．１株当たり当期純利益 5,444円
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につい

ては、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　（注）１．当事業年度の純資産は過年度からの従業員の不正行為に伴う会計処理の訂正による累積的影響額を反映し、

期首において繰越利益剰余金を56,071千円増加させておりますが、前事業年度の数値には当該金額を反映し

ておりません。

　　　　２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自　令和６年４月１日
至　令和７年３月31日）

当事業年度
（自　令和７年４月１日
至　令和８年３月31日）

当期純利益又は当期純損失（△）

（千円）
△490 8,820

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益又は当期純損

失（△）（千円）
△490 8,820

期中平均株式数（株） 1,620 1,620

 

⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

該当事項はありません。

【有形固定資産等明細表】

資産の種類
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

当期末残高
（千円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額
(千円)

当期償却額
（千円）

差引当期末残
高（千円）

有形固定資産        

建物 2,286,875 － － 2,286,875 1,686,682 20,862 600,192

構築物 2,555,749 1,524 － 2,557,273 2,331,012 26,674 226,261

機械及び装置 207,583 3,150 － 212,083 209,065 132 3,018

車両運搬具 11,395 0 － 11,395 11,395 － 0

工具、器具及び備品 86,401 － － 86,401 86,354 15 47

土地 1,502,046 － － 1,502,046 － － 1,502,046

立木 324,083 － － 324,083 － － 324,083

コース勘定 3,500,025 － － 3,500,025 － － 3,500,025

リース資産 233,677 2,763 3,150 101,374 45,970 16,854 55,403

有形固定資産計 10,707,838 7,439 3,150 10,581,559 4,370,481 64,539 6,211,078

無形固定資産        

借地権 165,510 － － 165,510 － － 165,510

無形固定資産計 165,510 － － 165,510 － － 165,510

長期前払費用 678 － 153 524 － － 524
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【社債明細表】

該当事項はありません。

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期末残高
（千円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 35,000 35,000 1.7 －

１年以内に返済予定の長期借入金 20,724 28,908 2.1 －

１年以内に返済予定のリース債務 25,621 16,740 2.7 －

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 173,190 171,554 2.4 令和９年～令和16年

リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。） 55,136 41,464 2.7 令和９年～令和15年

合計 309,672 293,666 － －

（注）１．平均利率については、期末借入金残高及びリース債務残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。）およびリース債務（１年以内に返済予定のものを除

く。）の貸借対照表日後５年間の返済予定額は以下のとおりであります。

 

 1年超2年以内(千円) 2年超3年以内(千円） 3年超4年以内(千円) 4年超5年以内(千円)

長期借入金 28,908 26,499 33,464 29,363

リース債務 14,374 14,374 4,721 3,019

 

【引当金明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

賞与引当金 2,560 1,675 2,560 － 1,675

 

【資産除去債務明細表】

注記事項の資産除去債務関係をご参照ください。
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（２）【主な資産及び負債の内容】

①　現金及び預金

区分 金額（千円）

現金 1,014

普通預金 22,328

合計 23,342

 

②　売掛金

(イ）相手先

区分 金額（千円）

六石ゴルフ倶楽部会員　　235名

株式会社中京カード

株式会社ジェーシービー

株式会社三十三カード

イオンフィナンシャルサービス株式会社

28,554

10,328

5,256

2,300

1,056

合計 47,497

 

(ロ）売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

当期首残高
（千円）

当期発生高
（千円）

当期回収高
（千円）

当期末残高
（千円）

回収率（％） 滞留期間（日）

(A) (B) (C) (D)

 
(C)

×100
(A) ＋ (B)

　

 
 (A) ＋ (D) 
 ２  
 (B)  
 365  

　

46,125 480,078 478,706 47,497 91.0 35.6

（注）　当期首残高は、従業員の不正行為に伴う会計処理の訂正により、30,445千円減額しております。また、当期

発生高および当期回収高に従業員の不正行為による影響額は含めておりません。

 

③　棚卸資産

区分 内訳 金額（千円）

商品 ゴルフボール他ゴルフ用品 270

計  270

貯蔵品 消耗品等 479

計  479

合計  749

 

④　預り保証金

区分 金額（千円）

入会保証金（六石ゴルフ倶楽部入会保証金） 5,376,981

合計 5,376,981
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（３）【その他】

当事業年度における半期情報等

 中間会計期間 当事業年度

売上高（千円） 252,100 510,930

税引前中間（当期）純利益

（千円）
5,107 12,330

中間（当期）純利益（千円） 3,666 8,820

１株当たり中間（当期）純利

益（円）
2,263 5,444

　（注）　中間会計期間の数値は、訂正報告書による修正後の数値であります。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月31日

株券の種類 不発行

剰余金の配当の基準日 該当なし

１単元の株式数 －

株式の名義書換え  

取扱場所
三重県いなべ市北勢町大字阿下喜字北谷3290番地

株式会社六石ゴルフ倶楽部　経理課

株主名簿管理人 該当なし

取次所 該当なし

名義書換手数料 －

新券交付手数料 －

端株の買取り  

取扱場所 －

株主名簿管理人 －

取次所 －

買取手数料 －

公告掲載方法 中日新聞

株主に対する特典 所有株式数１株に対し、３枚の株主優待券を進呈。

（注）当社株式の譲渡又は取得について、株主および取得者は取締役会の承認を得なければなりません。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

当社は、上場会社ではありませんので、金融商品取引法第24条の7第1項の適用がありません。

２【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

事業年度（第67期）（自　令和６年４月１日　至　令和７年３月31日）令和７年６月25日東海財務局長に提出。

(2）半期報告書

（第68期中）（自　令和７年４月１日　至　令和７年９月30日）令和７年11月14日東海財務局長に提出。

(3）臨時報告書

令和８年６月25日東海財務局長に提出。

金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の４の規定に基づ

く臨時報告書であります。

(4）半期報告書の訂正報告書

令和８年６月29日東海財務局長に提出。

（第68期中）（自　令和７年４月１日　至　令和７年９月30日）の半期報告書に係る訂正報告書であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書

 

  令和８年６月19日

株式会社六石ゴルフ倶楽部   

 

 取締役会　御中  

 

 櫻井由美子公認会計士事務所  

 　愛知県名古屋市  

 

 
 

  公認会計士 櫻井　由美子

 

意見不表明

　私は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会

社六石ゴルフ倶楽部の令和7年4月1日から令和8年3月31日までの第68期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損

益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細書について

監査を行った。

　しかしながら、後述の「意見不表明の根拠」に記載した事項の財務諸表に及ぼす可能性のある影響の重要性に鑑み、財

務諸表に対する意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手することができなかったため、監査意見を表明しな

い。

 

意見不表明の根拠

　注記事項（従業員による不正行為について）に記載されているとおり、従業員の主な不正行為は、本来会社の正規の銀

行口座（以下「正規口座」という。）において管理すべき金員を、会社に無断で従業員の個人名義の口座や当社の簿外の

「六石ゴルフ倶楽部」名義の休眠口座（以下両口座を併せて「不正口座」という。）に入金して流用していたものであ

る。

　判明している範囲での従業員の不正行為の具体的内容は、不正口座での会社の会員権の不正販売、預託金返還額の不正

操作、会社に対する経費の架空請求の偽造、会員権の架空の買取請求の偽造、年会費の架空売上、納税資金の流用等であ

り、さらに、これらの行為を隠蔽するために監査に対する妨害行為を行っていた。

　なお、外部専門家を含む調査の結果、従業員の不正行為は長期かつ広範囲に及んでおり、不正口座のすべての入出金の

証拠を入手することは不可能であり、不正の動機を含め不正の発生時期及び金額についての全容解明には至らなかった。

　会社では再発防止策の策定と実行が未了であり、今回の従業員の不正行為に伴う会計処理の訂正についての正確性や網

羅性について検証が完了していない。そのため、予期せぬ当該従業員による不正行為が発見された場合には、財務諸表に

重要かつ広範な影響を及ぼす可能性があり、監査範囲の重要な制約となった。このため私は、財務諸表に対する意見表明

の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手することができておらず、かつ、さらに未発見の当該従業員による不正行為

がもしあるとすれば、それが財務諸表全体に及ぼす可能性のある影響が、特定の財務諸表項目及び注記に限定されず、重

要かつ広範であると判断し、その結果、財務諸表に修正が必要かどうかについて判断することができなかった。

　また、会社の貸借対照表に計上されている売掛金及び預り保証金について、当該科目の残高の正確性、網羅性、預託金

の返還条件の正確性及び過年度からの影響を含めた妥当性に関して、十分かつ適切な監査証拠を入手することができな

かった。

 

継続企業の前提に関する重要な不確実性

　注記事項（従業員による不正行為について）に記載の通り、当事業年度中に従業員による不正行為が発覚し、財務諸表

に与える影響の重要性により、債権者から予期せぬ返還請求が発生する可能性が否定できない。会社は預託金の返還につ

いては営業活動によるキャッシュ・フローの半額の範囲内での返済に応じる等の対策をしているものの、予期せぬ預託金

の返還請求が発生した場合には資金繰りの状況等から、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象又は状況が存在し

ている。

　当該事項に関する注記に記載のとおり、会社は当該状況を改善するための対応策を講じているが、その実現可能性には

不確実性が認められる。

　なお、当該事項は、上記の意見不表明の根拠に含まれている。

 

財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
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　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提

に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計

の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を実施し、監査報告書におい

て意見を表明することにある。しかしながら、本報告書の「意見不表明の根拠」に記載されているとおり、私は財務諸表

に対する意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手することができなかった。

　私は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上

の責任を果たしている。

 

利害関係

　会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上

 

（注）１．上記の監査報告書の原本は当社が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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